
 

 

 

 

 

 

災害は、いつ、どこで起きるかわかりません。 

 

阪神淡路大震災（１月１７日 ３連休明けの火曜日 午前５時４６分） 

早朝、多くの人が自宅にいたが、就寝中、あるいは起床後まもなくで外出の準備ができていない… 

 

東日本大震災（３月１１日金曜日 午後２時４６分） 

平日の日中、職場・学校・保育所…家族がバラバラ、地域には女性・高齢者が多い… 

 

熊本地震（４月１４日木曜日 午後９時４６分－２８時間後－４月１６日土曜日 午前１時２５分） 

同じ地点で震度７の地震が２回観測されるのは地震観測史上初めての事例… 

 

コロナ禍であろうと、災害は待ってくれません。 

 

 

少子高齢化が進み、支援が必要な人は増え、支援する人は不足… 

今までのやり方の限界… 

 

大規模災害時には行政機能がマヒすることを前提に、住民の皆さんに 

自助・共助の力をつけておいてもらう必要があります。 

 

災害対応を、別の視点（例えば、女性の視点）で 

主体的に考えることが求められています。 

 
 

日時 ： 令和２年１０月２５日（日） 午前９時から正午まで 
※午前８時３０分に開場します。 

感染症対策のため、検温及び受付票の記入があります。 

早めにご来場くださいますようご協力をお願いします。 
 

場所 ： 吉賀中学校体育館 
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＊動きやすい服装でお越しください。 

＊マスク着用でのご参加をお願いします。 

＊室内履きをお持ちの方は ご準備ください。 
 

 

令和２年度 吉賀町防災訓練 
～男女共同参画の視点で考える防災～ 

主催：吉賀町 

 



０．検温・受付票の記入 

入口手前で検温を実施します。 

受付では「避難者名簿（受付票）」を個人ごとに記入します。 

 

１．避難所設営訓練・点検 

大規模災害時、各避難所の開設に十分な数の役場職

員が配置されることはありません。避難所の設営

は、地域住民の皆さんが中心となって行うことにな

ります。 

避難所レイアウトを参考

に、パーテーション、ワ

ンタッチテント、段ボー

ルベッドなどを設置して

みましょう。 

また、年齢、性別だけで

なく、障がいをお持ちの

方、言語・文化の違う

方々が、１か所で生活を

するということを考えな

がら、不都合がないか点

検してみましょう。 

 

２．避難所運営訓練※ 

（「HUG」をやってみよう） 

～男女共同参画の視点からの避難所運営～ 

避難所を開設し、運営する上で中心的な役割を

果たすのは地域住民の皆さんです。 

現在、七日市地区には、自主防災組織がありま

せんが、災害時には、地域住民で協力して、誰

もが安心してすごすことのできる多様性に配慮

した避難所運営が求められます。避難所運営ゲ

ーム「ＨＵＧ」を体験することで、新しい気づ

きが生まれることでしょう。 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇訓練の内容◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※令和２年度 地域に向けた男女共同参画推進事業として実施します。 
 

 

主催：吉賀町、島根県男女共同参画サポーター（吉賀町） 

 島根県、公益財団法人しまね女性センター 

ハ グ 


